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全
国
開
拓
代
表

者
大
会
を
中
止

全
日
本
開
拓
者
連
盟

こ
の
特
別
対
策
事
業
は
、

開
拓
農
家
の
経
営
の
維
持
と

営
農
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
助
成
金
の
交
付
対
象

者
は
、
協
会
の
会
員
及
び
会

員
の
構
成
員
以
外
の
開
拓
農

家
（
以
下
「
会
員
等
」
）
と

す
る
。

【
事
業
の
主
な
内
容
】

２０
年
度
補
正
予
算
で
措
置

さ
れ
た
「
肥
育
牛
経
営
等
緊

急
支
援
特
別
対
策
事
業
」
の

う
ち
、
「
肥
育
生
産
支
援
事

業
」
（
以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事

業
」
）
に
よ
り
奨
励
金
の
交

付
対
象
と
な
っ
た
開
拓
農
家

の
肥
育
牛
に
対
し
、
一
定
の

範
囲
内
で
助
成
金
を
交
付
す

る
。交

付
基
準
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

事
業
の
奨
励
金
の
交
付
対
象

と
な
っ
た
開
拓
農
家
の
肥
育

牛
に
つ
い
て
、
会
員
等
か
ら

協
会
へ
助
成
金
交
付
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
、
協
会
は
会

員
等
に
対
し
て
１
頭
当
た
り

１
万
円
を
交
付
す
る
。

た
だ
し
、
助
成
金
の
交
付

対
象
頭
数
に
つ
い
て
は
、
１

経
営
体
当
た
り
の
年
間
出
荷

実
績
を
基
に
、
次
の
と
お
り

交
付
上
限
頭
数
を
設
定
す

る
。①

年
間
出
荷
実
績
１
〜
１

５
０
頭
↓
５０
頭
を
上
限
。

②
同
１
５
１
〜
３
０
０
頭

↓
７０
頭
を
上
限
。

③
同
３
０
１
頭
以
上
↓
１

０
０
頭
を
上
限
。

【
事
業
参
加
申
請
】

①
会
員
が
申
請
す
る
場
合

会
員
の
構
成
員
か
ら
提
出

の
あ
っ
た
「
令
和
２
年
度
肥

育
牛
経
営
等
緊
急
支
援
特
別

対
策
事
業
（
肥
育
生
産
支
援

事
業
）
事
業
参
加
申
込
書
及

び
肥
育
牛
経
営
強
化
計
画

書
」
（
公
益
社
団
法
人
中
央

畜
産
会
作
成
様
式
）を
、「
開

拓
肥
育
牛
生
産
支
援
特
別
対

策
事
業
（
計
画
・
実
績
）
集

計
表
」
（
以
下
「
集
計
表
」
）

に
取
り
ま
と
め
の
上
、
「
事

業
参
加
申
請
書
」（
様
式
１
）

と
と
も
に
協
会
に
提
出
す

る
。②

会
員
の
構
成
員
以
外
の

開
拓
農
家
が
申
請
す
る
場
合

様
式
１
及
び
「
集
計
表
」

を
作
成
の
上
、
直
接
、
協
会

に
提
出
す
る
。
こ
の
場
合
、

申
請
者
は
、
様
式
７
に
よ
り

開
拓
関
係
者
で
あ
る
こ
と
を

証
す
る
書
類
を
併
せ
て
提
出

す
る
。

事
業
参
加
申
請
等
の
流
れ

は
、
上
表
の
と
お
り
（
会
員

等
の
必
要
書
類
を
は
じ
め
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
事
業
実
施
要
領
を
参
照

の
こ
と
）
。

助
成
金
交
付
申
請
書
等
の

提
出
期
限
は
、
２１
年
１
月
末

日
。
協
会
は
審
査
の
上
、
会

員
等
に
助
成
金
交
付
通
知
及

び
交
付
（
３
月
）
を
行
う
。

２０
年
度
の
事
業
費
は
、
８

千
万
円
を
限
度
と
す
る
。

本
事
業
は
、
２０
年
度
か
ら

２２
年
度
ま
で
の
３
年
間
実
施

す
る
。
た
だ
し
、
２１
年
度
及

び
２２
年
度
は
、
２１
年
度
以
降

の
肥
育
牛
経
営
等
緊
急
支
援

特
別
対
策
事
業
の
動
向
を
踏

ま
え
、
事
業
内
容
を
検
討
す

る
。

農
水
省
は
８
月
５
日
、
１９

年
度
の
食
料
需
給
表
（
概
算

値
）
を
公
表
し
た
。
畜
産
物

の
う
ち
肉
類
（
牛
・
豚
・
鶏

肉
、
そ
の
他
の
肉
）
の
自
給

率
（
重
量
ベ
ー
ス
：
国
内
生

産
量
／
国
内
消
費
仕
向
量
×

１
０
０
、
以
下
同
）
は
前
年

度
か
ら
１
㌽
上
昇
し
、
５２
％

と
な
っ
た
。
１５
年
度
か
ら
４

年
連
続
で
１
㌽
ず
つ
低
下
し

て
い
た
が
、
豚
肉
の
上
昇
な

ど
で
よ
う
や
く
下
げ
止
ま
っ

た
。
た
だ
、
牛
肉
は
国
内
生

産
量
の
減
少
な
ど
で
１
㌽
低

下
し
て
い
る
。

肉
類
の
国
内
生
産
量
（
枝

肉
換
算
、
以
下
同
）
は
３
４

０
万
㌧
（
前
年
度
比
１
・
０

％
増
）
、
輸
入
量
は
３
２
５

万
１
千
㌧
（
１
・
８
％
増
）

で
、
そ
の
合
計
か
ら
輸
出
量

を
差
し
引
き
、
在
庫
の
増
減

量
を
加
味
し
た
「
国
内
消
費

仕
向
量
」
は
６
５
５
万
３
千

㌧（
０
・
１
％
増
）と
な
っ
た
。

品
目
別
に
み
る
と
、
牛
肉

は
国
内
生
産
量
４７
万
１
千
㌧

（
１
・
１
％
減
）
、
輸
入
量

８９
万
㌧
（
０
・
５
％
増
）
、

国
内
消
費
仕
向
量
１
３
３
万

９
千
㌧
（
０
・
６
％
増
）
だ

っ
た
。
豚
肉
は
同
１
２
９
万

㌧
（
０
・
６
％
増
）
、
同
１

３
９
万
７
千
㌧
（
３
・
９
％

増
）
、
同
２
６
２
万
３
千
㌧

（
０
・
８
％
減
）
、鶏
肉
は
同

１
６
３
万
３
千
㌧（
２
・
１
％

増
）、同
９１
万
５
千
㌧（
０
・
１

％
増
）、同
２
５
３
万
７
千
㌧

（
１
・
０
％
増
）と
な
っ
た
。

肉
類
全
体
の
国
民
１
人
・

１
年
当
た
り
供
給
純
食
料

（
精
肉
換
算
、
年
間
消
費
量

に
相
当
）は
、
３３
・
５
㌔（
０

・
６
％
増
）
と
伸
び
た
。
う

ち
牛
肉
は
６
・
５
㌔
（
１
・

１
％
増
）
、
豚
肉
は
１２
・
８

㌔
（
０
・
４
％
減
）
、
鶏
肉

は
１３
・
９
㌔（
１
・
４
％
増
）。

ま
た
、
鶏
卵
は
１７
・
５
㌔

（
０
・
６
％
増
）
、
牛
乳
・

乳
製
品
は
９５
・
４
㌔
（
０
・

２
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

肉
類
の
自
給
率
は
５２
％

（
１
㌽
上
昇
）
と
な
っ
た
。

品
目
別
に
み
る
と
、
牛
肉
は

３５
％
（
１
㌽
低
下
）
、
豚
肉

は
４９
％
（
１
㌽
上
昇
）
、
鶏

肉
は
６４
％
（
前
年
度
同
）
。

鶏
卵
は
９６
％
、
牛
乳
・
乳
製

品
は
５９
％
で
、
と
も
に
前
年

度
と
同
じ
だ
っ
た
。

な
お
、
飼
料
自
給
率
（
前

年
度
同
の
２５
％
）
を
考
慮
し

て
算
出
す
る
と
、
自
給
率
は

次
の
と
お
り
と
な
る
。

○
肉
類
７
％
（
前
年
度
同
）

牛
肉
９
％（
１
㌽
低
下
）

豚
肉
６
％（
前
年
度
同
）

鶏
肉
８
％
（
同
）

○
鶏
卵
１２
％
（
同
）

○
牛
乳
・
乳
製
品
２５
％（
同
）

近
年
、
畜
産
物
の
消
費
量

が
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る

中
、
牛
肉
の
国
内
生
産
量
は

減
少
傾
向
で
推
移
。
１６
年
度

以
降
、
牛
肉
需
要
の
一
層
の

高
ま
り
で
輸
入
量
が
増
加

し
、
自
給
率
は
低
下
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
８
月
２８
日
、「
新

し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
し

た
。
同
省
は
、
農
村
を
支
え

る
「
地
域
づ
く
り
人
材
」
の

育
成
の
た
め
、
研
修
制
度
を

来
年
度
か
ら
始
め
る
方
針
を

提
示
し
た
。

農
村
、
特
に
中
山
間
地
域

で
の
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
、
地
域
へ
の
目
配
り
を
す

る
地
方
自
治
体
職
員
の
減
少

な
ど
の
実
態
を
踏
ま
え
、
農

村
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

に
お
い
て
、
省
内
に
「
農
村

政
策
・
土
地
利
用
の
在
り
方

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
置
し
、

総
合
的
な
議
論
を
行
い
、
必

要
な
施
策
を
実
施
す
る
。

新
し
い
農
村
政
策
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
（
座

長
：
小
田
切
徳
美
・
明
治
大

学
農
学
部
教
授
）
は
、
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
開
催

さ
れ
、
今
会
合
が
４
回
目
。

同
省
は
、
第
３
回
会
合
ま
で

の
委
員
の
意
見
及
び
対
応
方

向
を
整
理
し
、
地
域
づ
く
り

人
材
の
育
成
の
仕
組
み
等
の

方
向
性
を
示
し
た
。

・
育
成
す
べ
き
人
材
像
は
、

地
域
（
集
落
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
範
囲
）
の
活
性
化
に

向
け
て
、
住
民
が
自
発
的
に

考
え
、
気
付
き
、
行
動
で
き

る
よ
う
、
継
続
的
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
。

・
研
修
制
度
の
方
向
性
と

し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
地
域
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

を
組
み
立
て
て
い
く
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
を
主
眼

と
す
る
研
修
を
実
施
す
る
。

・
対
象
は
主
に
市
町
村
職

員
。
研
修
は
現
場
実
習
を
重

視
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
も

導
入
す
る
。
さ
ら
に
、
地
域

づ
く
り
に
意
欲
の
あ
る
者
が

研
修
を
希
望
す
れ
ば
受
講
可

能
と
し
、
地
域
づ
く
り
人
材

の
裾
野
を
広
げ
て
い
く
。
農

協
職
員
、
集
落
支
援
員
等
を

想
定
。

・
研
修
修
了
生
、
講
師
陣

を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
。同
省
も
参
画
し
、

現
場
の
実
態
把
握
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
で
、
現
場
の
声

を
政
策
立
案
に
反
映
さ
せ

る
。・

研
修
及
び
研
修
修
了
生

の
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め

の
国
の
支
援
方
策
に
つ
い

て
、
継
続
的
に
検
討
す
る
。

・
将
来
的
に
は
、
都
道
府

県
や
大
学
な
ど
に
、
研
修
の

実
施
主
体
の
裾
野
が
広
が
る

こ
と
を
目
指
す
。

同
省
は
今
後
、
具
体
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材
な

ど
、
制
度
の
詳
細
設
計
を
進

め
、
同
検
討
会
に
報
告
し
た

上
で
、
来
年
度
か
ら
の
研
修

開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
（
菊

地
文
夫
委
員
長
）
は
９
月
１

日
、
中
央
常
任
委
員
会
を
開

き
、
全
国
開
拓
代
表
者
大
会

及
び
全
国
開
拓
青
年
・
女
性

研
修
会
の
開
催
中
止
を
決
定

し
た
。

同
大
会
及
び
同
研
修
会

は
、
１１
月
中
旬
に
東
京
で
の

合
同
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮

し
て
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

備考

会員等は、事業参加申請書
を提出してください。

協会は、助成金交付申請書
を審査の上、助成金交付通
知を行うとともに助成金を
交付（３月）します。

会員等は、事業完了報告書
を提出してください。
（締切：５月末日）

協会が助成額を確定、通知
します。返還金がある場合
は６月末日までに返還して
ください。

全国開拓振興協会会員・会員以外の開拓農家

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

４月

５月

６月

地
域
づ
く
り
人
材
育

成
、来
年
度
開
始
へ

開
拓
肥
育
牛
生
産
を
支
援

農
水
省
・
新
し
い
農
村
政
策
検
討
会

全
国
開
拓

振
興
協
会

コ
ロ
ナ
影
響
で
特
別
対
策
実
施

全
国
開
拓
振
興
協
会
（
西
谷
悟
郎
会
長
）
は
、
今
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
開
拓
肥
育
牛

生
産
支
援
特
別
対
策
事
業
」
の
参
加
申
請
受
付
を
開
始
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
牛
枝
肉
価
格
の
下
落
に
見
舞
わ
れ
た
開
拓
農
家
経
営
を
支
援
す
る

も
の
で
、
肥
育
出
荷
牛
が
事
業
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
助
成
金
を
交
付
す
る
。
事
業
参

加
を
希
望
す
る
会
員
及
び
会
員
の
構
成
員
以
外
の
開
拓
農
家
は
、
１０
月
末
日
ま
で
に
事
業

参
加
申
請
書
を
提
出
す
る
。
協
会
は
内
容
を
確
認
し
、
事
業
参
加
承
認
を
通
知
す
る
。

肥
育
出
荷
１
頭
当
た
り
１
万
円
助
成

肉
類
自
給
率
５２
％
、１
㌽
上
昇

１９
年
度

牛
肉
は
１
㌽
低
下
の
３５
％
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・「食料・農業 知っておきたい話」―８９―（２面）
・食料自給率 生産努力目標の達成状況 （３面）
・キャベツ、「よく食べる野菜」トップ （４面）
・トラクター等からの転落に注意 （５面）
・遮へい壁から散水で臭気拡散抑制 （６面）
・黒毛和種 断角角度工夫し飼育効率化 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業参加承認書（様
式２）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業実施要領制定

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業助成金交付通知
書（様式４）
（２月末日までに通知）
助成金交付

開拓肥育牛生産支援特別対
策事業確定通知書（様式６）

開拓肥育牛生産支援特別対策
事業完了報告書（様式５，集計
表）（５月末日までに提出）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業助成金交付申請
書（様式３，集計表）
（１月末日までに提出）

開拓肥育牛生産支援特別
対策事業参加申請書（様
式１，集計表）
（10月末日までに提出）

返還金がある場合は
６月末日までに返還
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農
水
省
は
８
月
２８
日
、
１９

年
度
の
日
本
型
直
接
支
払
制

度
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
）
の
実

施
状
況
を
公
表
し
た
。
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
の
実
施
面
積
（
前
年
度
比

０
・
５
％
増
）
な
ど
、
３
交

付
金
の
対
象
面
積
は
、
概
ね

前
年
度
並
み
と
な
っ
て
い

る
。環

境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
：
化
学
肥
料
・
農

薬
を
地
域
の
慣
行
か
ら
原
則

５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組

み
と
合
わ
せ
て
行
う
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
や
生
物
多
様

性
（
様
々
な
生
物
の
つ
な
が

り
）
の
保
全
に
効
果
の
高
い

営
農
活
動
を
支
援
す
る
。
実

施
市
町
村
数
８
８
７
、
実
施

件
数
３
４
７
９
、
実
施
面
積

７
万
９
８
３
９
㌶
だ
っ
た
。

前
年
度
は
実
施
面
積
が
減

少
し
た
が
、
１９
年
度
は
３
７

３
㌶（
０
・
５
％
）増
え
た
。

支
援
対
象
取
組
は
４
つ
あ

り
、
地
域
の
環
境
や
農
業
の

実
態
な
ど
を
勘
案
し
た
上

で
、
地
域
を
限
定
し
て
支
援

の
対
象
と
す
る
「
地
域
特
認

取
組
」
が
２
万
８
５

２
５
㌶
（
前
年
度
比

１
・
１
％
減
）
、
次

い
で
「
カ
バ
ー
ク
ロ

ッ
プ
（
緑
肥
）
」
１

万
９
０
６
６
㌶
（
１

・
２
％
増
）
、
「
堆

肥
の
施
用
」
１
万
８

８
４
６
㌶
（
２
・
９

％
増
）
、
「
有
機
農

業
」
１
万
３
４
０
２

㌶
（
０
・
５
％
減
）

の
順
と
な
っ
て
い
る

（
表
１
）
。

実
施
面
積
を
作
物
区
分
別

に
み
る
と
、
水
稲
が
減
り
、

他
の
作
物
が
増
え
て
い
る
。

特
に
、
麦
・
豆
類
が
１
万
８

３
２
㌶
と
な
り
、
８
１
９
㌶

（
８
・
２
％
）
増
え
た
（
表

２
）
。
ま
た
、
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
別
に
み
る
と
、
東
北
が
１

万
８
８
５
４
㌶
（
全
体
の
２４

％
）
、
次
い
で
北
海
道
１
万

８
１
８
０
㌶
（
２３
％
）
、
近

畿
１
万
７
３
５
８
㌶（
２２
％
）

の
順
に
多
い
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
：
農
業
・
農
村
が
有
す
る

多
面
的
機
能
が
適
切
に
維
持

・
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
地
域

の
共
同
活
動
を
支
援
す
る
。

う
ち
農
地
維
持
支
払
交
付
金

は
、
農
用
地
、
水
路
、
農
道

等
の
地
域
資
源
の
基
礎
的
な

保
全
活
動
等
へ
の
支
援
。
対

象
市
町
村
数
１
４
３
７
、
対

象
組
織
数
２
万
６
６
１
８
、

認
定
農
用
地
面
積
２
２
７
万

４
０
２
７
㌶
（
０
・
８
％

減
）
。

資
源
向
上
支
払
交
付
金

は
、
「
地
域
資
源
の
質
的
向

上
を
図
る
共
同
活
動
」
が
１

２
９
５
市
町
村
、
２
万
９
２

３
組
織
、
２
０
１
万
３
７
９

３
㌶（
０
・
５
％
減
）、「
施

設
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活

動
」
が
８
８
５
市
町
村
、
１

万
１
１
３
４
組
織
、
７４
万
１

１
６
９
㌶
（
４
・
３
％
増
）

だ
っ
た
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
：
平
地
と
の
農
業
生

産
条
件
の
不
利
を
補
正
す
る

こ
と
に
よ
り
、
農
業
生
産
活

動
等
を
維
持
し
、
地
域
の
活

性
化
や
多
面
的
機
能
の
確
保

を
図
る
。
交
付
市
町
村
数
１

０
０
２
、
農
用
地
を
維
持
・

管
理
し
て
い
く
た
め
の
集
落

・
個
別
協
定
（
取
り
決
め
）

の
締
結
数
２
万
６
０
１
３
、

交
付
面
積
６６
万
５
３
９
４
㌶

（
０
・
２
％
増
）
と
な
っ
て

い
る
。

国
民
の
犠
牲
の
上
に

一
部
の
利
益
を
追
求

こ
の
７
年
８
ヵ
月
で
、
一
言
で

い
え
ば
、
一
部
の
利
益
の
た
め
に

農
民
、
市
民
、
国
民
が
食
い
も
の

に
さ
れ
る
経
済
社
会
構
造
が
徹
底

さ
れ
た
。
手
法
的
に
は
、「
人
事
、

金
、
恫
喝
」
を
駆
使
し
て
、
「
見

事
に
」正
論
を
黙
ら
せ
て
い
っ
た
。

種
子
法
の
廃
止
、
農
業
競
争
力

強
化
支
援
法
、
種
苗
法
、
畜
安
法
、

漁
業
法
、
森
林
の
２
法
、
水
道
の

民
営
化
、
な
ど
の
一
連
の
政
策
変

更
の
一
貫
し
た
理
念
は
、
間
違
い

な
く
、
「
公
的
政
策
に
よ
る
制
御

や
既
存
の
農
林
漁
家
の
営
み
か
ら

企
業
が
自
由
に
利
益
を
追
求
で
き

る
環
境
に
変
え
る
こ
と
」で
あ
る
。

「
公
か
ら
民
へ
」「
既
存
事
業
者
か

ら
企
業
へ
」が
共
通
理
念
で
あ
る
。

し
か
も
、
極
め
て
特
定
の
人
々

が
い
つ
も
登
場
す
る
。
「
国
家
私

物
化
特
区
」
で
Ｈ
県
Ｙ
市
の
農
地

を
買
収
し
た
の
も
、
森
林
の
２
法

で
私
有
林
・
国
有
林
を
盗
伐
し
て

（
植
林
義
務
な
し
）
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
す
る
の
も
、
漁
業
法
改
悪
で

人
の
財
産
権
を
没
収
し
て
洋
上
風

力
発
電
に
参
入
す
る
の
も
、
Ｓ
県

Ｈ
市
の
水
道
事
業
を「
食
い
逃
げ
」

す
る
外
国
企
業
グ
ル
ー
プ
に
入
っ

て
い
る
の
も
、
Ｍ
Ｔ
Ｎ
コ
ン
ビ
企

業
で
あ
る
。
有
能
な
Ｍ
Ｔ
Ｎ
は
農

・
林
・
水
（
水
道
も
含
む
）
全
て

を
「
制
覇
」
し
つ
つ
あ
る
。

米
国
の
オ
ト
モ
ダ
チ
へ
の
便
宜

供
与
も
す
さ
ま
じ
い
。Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
に
お
い
て
日

米
間
で
交
わ
さ
れ
た
サ
イ
ド
レ
タ

ー
に
は
、
「
外
国
投
資
家
の
意
見

に
基
づ
い
て
日
本
政
府
は
規
制
改

革
会
議
の
提
言
に
従
っ
て
必
要
な

措
置
を
と
る
」
と
ま
で
書
か
れ
て

い
た
。
外
務
大
臣
は
「
サ
イ
ド
レ

タ
ー
は
日
本
が
『
自
主
的
に
』
決

め
た
こ
と
の
確
認
だ
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ

が
破
棄
さ
れ
て
も
『
自
主
的
に
』

実
施
し
て
行
く
」
と
国
会
答
弁
し

た
。
「
自
主
的
に
」
＝
「
米
国
の

言
う
と
お
り
に
」
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
か
か
わ
ら
ず
米
国
の
要
求
に

応
え
続
け
る
と
い
う
こ
と
だ
。

日
米
の
オ
ト
モ
ダ
チ
の
儲
け
の

道
具
に
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
は
放
棄
せ

よ
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
消
滅

が
促
さ
れ
た
。
大
手
人
材
派
遣
会

社
の
Ｔ
会
長
が
Ｋ
県
で
、「
な
ぜ
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
人
が
住
む
の

か
、早
く
引
っ
越
し
な
さ
い
。こ
ん

な
と
こ
ろ
に
無
理
し
て
住
ん
で
農

業
を
す
る
か
ら
、
行
政
も
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
非
効

率
と
い
う
の
だ
。原
野
に
戻
せ
」と

言
っ
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、こ
の
方
向
性

＝
地
域
で
の
暮
ら
し
を
非
効
率
と

し
て
原
野
に
戻
し
、
東
京
や
拠
点

都
市
に
人
口
を
集
中
さ
せ
る
の
が

効
率
的
な
社
会
の
あ
り
方
と
し
て

推
進
す
る
方
向
性
が
間
違
っ
て
い

た
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
せ
た
。

「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
」

の
オ
ト
モ
ダ
チ
企
業
が
儲
か
っ
て

も
、
多
く
の
家
族
農
業
経
営
が
こ

れ
以
上
潰
れ
た
ら
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
こ
と
も
、
国

民
に
安
全
・
安
心
な
食
料
を
、
量

的
に
も
質
的
に
も
安
定
的
に
確
保

す
る
こ
と
も
到
底
で
き
な
い
。

人
事
、金
、恫
喝

農
水
省
は
、
農
林
水
産
業
の
発

展
を
目
指
し
、農
山
漁
村
を
守
り
、

消
費
者
に
安
心
・
安
全
な
食
料
を

提
供
す
る
と
い
う
使
命
で
頑
張
っ

て
き
た
。
畜
安
法
、
種
子
法
、
漁

業
法
、
林
野
と
、
農
林
漁
家
と
地

域
を
守
る
た
め
に
、
知
恵
を
絞
っ

て
作
り
上
げ
、
長
い
間
守
っ
て
き

た
仕
組
み
を
、
自
ら
の
手
で
無
惨

に
破
壊
し
た
い
役
人
が
い
る
わ
け

は
な
い
。
そ
れ
ら
を
自
身
で
手
を

下
さ
せ
ら
れ
る
最
近
の
流
れ
は
、

ま
さ
に
断
腸
の
想
い
だ
ろ
う
と
察

す
る
。
詭
弁
に
も
な
ら
ぬ
詭
弁
は

ひ
ど
さ
を
増
し
、
ま
す
ま
す
、
見

え
透
い
た
虚
偽
を
言
わ
さ
れ
て
い

っ
た
。

官
邸
（
官
房
長
官
）
は
反
対
す

る
声
を
抑
え
つ
け
て
い
く
「
人
事

と
金
と
恫
喝
」
の
天
才
だ
。
「
畜

安
法
」
で
は
、
懸
念
を
表
明
し
た

担
当
局
長
（
事
務
次
官
候
補
）
と

課
長
は
「
異
動
」
に
な
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
「
省
令
で
『
い
い
と
こ

ど
り
』
の
二
股
出
荷
は
拒
否
で
き

る
よ
う
に
規
定
す
る
か
ら
」
と
担

当
部
局
は
酪
農
関
係
者
に
説
明

し
、
実
際
、
彼
ら
は
一
生
懸
命
知

恵
を
絞
っ
て
い
た
。し
か
し
、「
上
」

か
ら
の
「
生
乳
出
荷
は
自
由
選
択

に
し
た
ん
だ
。
小
細
工
す
る
と
、

君
も
わ
か
っ
て
い
る
よ
ね
」
と
の

圧
力
で
、
結
局
、
有
効
な
生
乳
共

販
弱
体
化
の
歯
止
め
は
で
き
な
か

っ
た
。
踏
み
と
ど
ま
っ
た
局
長
は

現
次
官
で
あ
る
。

官
邸
の
姿
勢
を
逆
手
に
と
っ

て
、
「
昇
進
の
暁
に
は
官
邸
（
裏

に
経
産
省
）
と
米
国
と
財
界
の
た

め
の
『
改
革
』
を
仕
上
げ
ま
す
」

と
宣
言
し
て
異
例
の
昇
進
を
し
た

元
事
務
次
官
は
「
農
水
省
に
葬
式

を
出
す
た
め
に
次
官
に
な
っ
た
」

と
公
言
し
た
。
こ
の
人
事
は
「
論

功
行
賞
」
（
国
税
庁
長
官
、
イ
タ

リ
ア
一
等
書
記
官
人
事
）
で
な
く

「
と
ど
め
刺
せ
」
人
事
だ
っ
た
。

官
邸
に
お
け
る
各
省
の
パ
ワ
ー

・
バ
ラ
ン
ス
が
完
全
に
崩
れ
、
従

来
か
ら
関
連
業
界
と
自
ら
の
利
害

の
た
め
に
は
食
と
農
林
漁
業
を
徹

底
的
に
犠
牲
に
す
る
工
作
を
続
け

し
ょ
う
あ
く

て
き
た
省
が
官
邸
を
「
掌
握
」
し

て
い
る
今
、
命
・
環
境
・
地
域
・

国
土
を
守
る
特
別
な
産
業
と
い
う

扱
い
を
や
め
て
、農
林
漁
業
を「
お

友
達
」
の
儲
け
の
道
具
に
捧
げ
る

た
め
に
、
農
水
省
の
経
産
省
へ
の

吸
収
も
含
め
、
農
林
漁
業
と
関
連

組
織
を
崩
壊
・
解
体
さ
せ
る
「
総

仕
上
げ
」
が
進
行
し
た
。
次
の
前

次
官
は
食
料
安
保
課
長
も
や
っ

て
、
国
内
農
林
水
産
業
振
興
に
理

解
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
人
材
だ

っ
た
が
、
あ
る
過
去
の
問
題
を
握

ら
れ
、
路
線
の
修
正
が
で
き
な
い

よ
う
に
手
が
打
た
れ
て
い
た
。

我
が
身
を
犠
牲
に
す
る

覚
悟
あ
る
リ
ー
ダ
ー
に

現
下
の
情
勢
で
は
、
国
民
の
犠

牲
の
上
に
自
身
と
オ
ト
モ
ダ
チ
の

利
益
を
「
人
事
、
金
、
恫
喝
」
で

推
し
進
め
る
政
治
が
強
化
さ
れ
か

ね
な
い
。
国
民
が
目
覚
め
る
と
き

だ
。
消
費
者
は
単
な
る
消
費
者
で

な
く
、
国
民
全
体
が
も
っ
と
食
料

生
産
に
直
接
か
か
わ
る
べ
き
だ
。

自
分
た
ち
の
食
料
を
確
保
す
る
た

め
に
、
地
域
で
踏
ん
張
っ
て
い
る

多
様
な
農
林
漁
家
と
の
双
方
向
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
よ
う
。
地

域
の
伝
統
的
な
種
も
み
ん
な
で
守

ろ
う
。
リ
モ
ー
ト
で
仕
事
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
半
農

半
ｘ
で
、自
分
も
農
業
を
や
ろ
う
。

農
業
生
産
を
手
伝
お
う
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
は
、
み
ん
な
の
所
得

が
き
ち
ん
と
支
え
ら
れ
る
安
全
弁

（
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
）
政
策

も
み
ん
な
で
提
案
し
て
構
築
し
よ

う
。我

が
身
と
オ
ト
モ
ダ
チ
の
利
益

を
守
る
た
め
に
国
民
を
犠
牲
に
す

る
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
、
我
が
身

を
犠
牲
に
し
て
で
も
家
族
と
地
域

と
国
民
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要

し

ふ
く

で
あ
る
。
若
い
人
た
ち
は
雌
伏
し

て
ほ
し
い
が
、
一
定
の
年
齢
に
達

し
た
方
々
は
我
が
身
を
犠
牲
に
す

る
覚
悟
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

尽
力
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

第８９回

厚
労
省
は
８
月
７
日
、
フ

ラ
ン
ス
産
の
牛
肉
及
び
内
臓

（
以
下
「
牛
肉
等
」
）
に
つ

い
て
、
同
日
付
で
輸
入
条
件

を
見
直
し
た
。

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会

は
今
年
１
月
、
「
フ
ラ
ン
ス

か
ら
輸
入
さ
れ
る
牛
肉
及
び

牛
の
内
臓
の
月
齢
条
件
を

『
条
件
無
し
』
と
し
た
と
し

て
も
、
人
へ
の
リ
ス
ク
は
無

視
で
き
る
」
と
の
食
品
健
康

影
響
評
価
結
果
を
同
省
に
通

知
し
た
。
同
省
は
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

と
の
協
議
及
び
現
地
調
査
を

実
施
し
、
次
の
と
お
り
見
直

す
こ
と
と
し
た
。

輸
入
条
件
（
対
日
輸
出
条

件
）
と
し
て
、
現
行
３０
ヵ
月

齢
の
月
齢
制
限
を
撤
廃
す

る
。
輸
入
が
認
め
ら
れ
な
い

部
位
は
、
全
月
齢
の
扁
桃
及

び
回
腸
遠
位
部
並
び
に
３０
ヵ

月
齢
超
の
牛
の
頭
部
、
脊
髄

及
び
脊
柱
と
す
る
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ（
牛
海
綿
状
脳
症
）

発
生
履
歴
の
あ
る
国
か
ら
の

牛
肉
等
の
輸
入
条
件
で
、
同

省
が
月
齢
制
限
を
撤
廃
す
る

の
は
、
昨
年
５
月
の
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

次
い
で
４
ヵ
国
目
と
な
る
。

表１ 支援対象取組の実施面積 単位 : ha

前年度との比較
増減率
（％）

１．２
２．９
▲０．５
▲１．１

０．５

表２ 作物区分別の実施面積 単位 : ha

前年度との比較
増減率
（％）

▲１．７

８．２

３．９

７．１

１．７

０．５

対差

２３３
５２９
▲６９
▲３２０

３７３

対差

▲９２７

８１９

２２４

１２８

１２８

３７３

２０１９年度
構成比
（％）

２４
２４
１７
３６

１００

２０１９年度
構成比
（％）

６７

１４

８

２

１０

１００

１９，０６６
１８，８４６
１３，４０２
２８，５２５

７９，８３９

５３，４４９

１０，８３２

６，０１８

１，９３３

７，６０６

７９，８３９

２０１８年度
構成比
（％）

２４
２３
１７
３６

１００

２０１８年度
構成比
（％）

６８

１３

７

２

９

１００

１８，８３３
１８，３１６
１３，４７１
２８，８４５

７９，４６５

５４，３７６

１０，０１３

５，７９４

１，８０５

７，４７７

７９，４６５

カバークロップ
堆肥の施用
有機農業
地域特認取組

合 計

水稲

麦・豆類

いも・野菜類

果樹・茶

花き・その他

合 計

環
境
保
全

型
農
業

麦
・
豆
類
の
実
施
面
積
８
％
増

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

１９
年
度
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

フランス産牛肉の
輸入月齢制限撤廃

厚労省

７年８ヵ月の総括と今後に向けて
東京大学教授 鈴木宣弘氏



2020年（令和2年）9月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第749号（3）

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、
食

料
自
給
率
目
標
の
前
提
と
し

て
設
定
さ
れ
た
主
要
品
目
の

「
生
産
努
力
目
標
」
に
つ
い

て
、
１９
年
度
の
達
成
状
況
を

公
表
し
た
。
大
豆
や
牛
肉
な

ど
の
生
産
量
が
目
標
を
下
回

っ
て
い
る
。

政
府
は
今
年
３
月
策
定
の

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
で
、
３０（
令
和
１２
）

年
度
ま
で
に
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
食
料
自
給
率
を
４５
％
に

引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。
１９
年
度
は
、
過
去
最

低
水
準
だ
っ
た
前
年
度
か
ら

１
㌽
上
昇
し
、
３８
％
と
な
っ

た
が
、
低
水
準
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

基
本
計
画
で
は
、
食
料
自

給
率
の
目
標
達
成
に
向
け
て

克
服
す
べ
き
課
題
や
、
３０
年

度
の
食
料
消
費
の
見
通
し
及

び
生
産
努
力
目
標
を
主
要
品

目
ご
と
に
示
し
て
い
る
。
需

要
が
減
少
し
て
い
る
米
以
外

は
、
増
産
を
図
る
。

同
省
は
、
主
要
品
目
の
う

ち
１５
品
目
に
つ
い
て
、
生
産

努
力
目
標
の
達
成
状
況
を
ま

と
め
た
。
米
、
バ
レ
イ
シ
ョ
、

テ
ン
サ
イ
及
び
鶏
卵
の
生
産

量
は
、
既
に
目
標
を
上
回
っ

て
い
る
。
米
（
米
粉
用
米
、

飼
料
用
米
を
除
く
）
は
前
年

度
並
み
の
７
７
４
万
㌧
で
、

目
標
（
７
２
３
万
㌧
）
に
対

し
て
１
０
７
・
１
％
と
な
っ

た
。
小
麦
は
目
標
（
１
０
８

万
㌧
）を
下
回
っ
た
も
の
の
、

前
年
度
の
７６
万
㌧
か
ら
１
０

４
万
㌧
へ
と
大
幅
に
増
え

（
目
標
比
９６
・
３
％
）
、
全

体
の
食
料
自
給
率
を
押
し
上

げ
た
。

一
方
、
大
豆
、
野
菜
、
果

実
な
ど
の
生
産
量
は
目
標
を

下
回
っ
た
。
大
豆
は
麦
類
と

と
も
に
、
国
内
産
の
需
要
拡

大
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
目

標
（
３４
万
㌧
）
に
対
し
、
前

年
度
の
２１
万
㌧
か
ら
１
万
㌧

増
に
と
ど
ま
り
、
目
標
比
６４

・
７
％
と
１５
品
目
中
、
最
も

目
標
と
の
差
が
大
き
い
。
優

良
品
種
の
開
発
・
導
入
、
農

地
の
団
地
化
な
ど
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

畜
産
物
で
は
、
鶏
卵
以
外

は
目
標
に
達
し
て
い
な
い
。

生
乳
、
豚
肉
、
鶏
肉
の
生
産

量
は
前
年
度
を
上
回
っ
た

が
、牛
肉
は
減
産
と
な
っ
た
。

５７
万
㌧
（
枝
肉
換
算
）
の
目

標
に
対
し
、
前
年
度
の
４８
万

㌧
か
ら
１
万
㌧
減
り
、
目
標

比
８２
・
５
％
だ
っ
た
。
肉
用

牛
生
産
は
、
中
小
・
家
族
経

営
も
含
め
生
産
性
向
上
等
に

よ
る
増
頭
、
増
産
の
推
進
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
９
月
１１
日
、
７

月
の
豪
雨
に
よ
る
全
国
の
農

林
水
産
関
係
の
被
害
額
が
、

同
日
の
集
計
時
点
で
２
０
７

４
億
１
千
万
円
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
被
害
は
九
州
を

中
心
に
全
国
に
及
ん
で
い

る
。梅

雨
前
線
が
停
滞
し
、
全

国
で
大
雨
が
相
次
い
だ
。
７

月
上
旬
の
豪
雨
は
九
州
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
下
旬
に
は
東
北
を
中

心
に
大
雨
被
害
が
発
生
。
政

府
は
８
月
２５
日
の
閣
議
で
、

７
月
豪
雨
を
含
む
５
月
１５
日

か
ら
７
月
３１
日
ま
で
の
被
害

を
激
甚
災
害
に
指
定
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
公
共
土
木

施
設
や
農
業
関
連
施
設
等
の

復
旧
事
業
費
は
、
国
の
補
助

率
が
１
〜
２
割
程
度
引
き
上

げ
ら
れ
る
。

同
省
は
、
東
京
と
沖
縄
を

除
く
４５
道
府
県
か
ら
の
報
告

を
ま
と
め
た
。
農
畜
産
物
な

ど
の
被
害
額
は
１
９
３
億
７

千
万
円
に
上
っ
た
。
農
作
物

の
冠
水
が
１
万
１
３
１
６
㌶

で
５６
億
７
千
万
円
、
家
畜

（
牛
、
豚
、
鶏
）
の
へ
い
死

が
１３
万
９
２
１
５
頭
羽
で
３

億
５
千
万
円
の
被
害
が
出

た
。
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
被
害

は
５
６
４
件
で
５
億
７
千
万

円
、
共
同
利
用
施
設
は
１
０

９
件
で
５９
億
６
千
万
円
、
農

業
・
畜
産
用
機
械
は
２
９
８

４
件
で
５２
億
円
と
な
っ
た
。

農
地
へ
の
土
砂
流
入
や
た

め
池
の
損
傷
、
浸
水
に
よ
る

施
設
の
損
壊
な
ど
農
地
・
農

業
用
施
設
関
係
は
９
８
２
億

１
千
万
円
。
ま
た
、
土
砂
崩

れ
に
よ
る
林
地
荒
廃
や
林
道

の
破
損
な
ど
林
野
関
係
の
被

害
も
８
８
６
億
７
千
万
と
多

額
に
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
、
先
ご
ろ
決
定
し

た
「
生
活
・
生
業
支
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
農
地

等
の
早
期
復
旧
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
・
機
械
の
再
整
備
等
に

よ
り
、
被
災
し
た
農
林
漁
業

者
の
経
営
再
建
を
支
援
す

る
。 農

水
省
は
８
月
２８
日
、
２０

年
産
水
稲
の
作
柄
概
況
（
８

月
１５
日
時
点
）を
発
表
し
た
。

東
日
本
を
中
心
と
す
る
「
早

場
地
帯
」
１９
道
県
の
う
ち
、

北
海
道
や
東
北
な
ど
主
産
地

の
作
柄
は
概
ね
良
好
と
な
っ

て
い
る
。

北
海
道
、
青
森
、
岩
手
、

秋
田
、
山
形
の
５
道
県
は
、

作
柄
が
「
や
や
良
」
（
平
年

比
１
０
２
〜
１
０
５
％
に
相

当
）だ
っ
た
。
宮
城
、
福
島
、

新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
、

鳥
取
、
島
根
の
８
県
が
「
平

年
並
み
」
（
９９
〜
１
０
１

％
）。
茨
城
、
栃
木
、
千
葉
、

長
野
、
三
重
、
滋
賀
の
６
県

は
「
や
や
不
良
」
（
９５
〜
９８

％
）
と
な
っ
た
。

今
年
は
全
国
的
に
長
梅
雨

と
な
り
、
７
月
の
低
温
・
日

照
不
足
等
に
よ
る
影
響
が
見

込
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
、
田

植
え
期
以
降
、
概
ね
天
候
に

恵
ま
れ
、
全
モ
ミ
数
が
一
部

を
除
き
平
年
並
み
以
上
に
確

保
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
た
だ
、
関
東
や
近
畿
で

は
、
低
温
・
日
照
不
足
の
影

響
が
大
き
か
っ
た
。

農
水
省
に
よ
る
と
、
全
国

の
作
付
面
積
は
前
年
度
か
ら

微
減
に
と
ど
ま
る
見
通
し
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
業
務
用
需
要
の
減

少
で
、
例
年
以
上
に
需
要
量

が
落
ち
込
ん
で
い
る
。
需
給

が
緩
み
、
米
価
が
低
下
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

長
野
県
の
東
部
、
群
馬
県

境
に
位
置
す
る
北
佐
久
郡
軽

井
沢
町
は
標
高
９
０
０
〜
１

０
０
０
㍍
の
高
原
の
町
で
避

暑
地
、別
荘
地
と
し
て
有
名
。

同
町
の
大
日
向
（
お
お
ひ
な

た
）
開
拓
地
は
、
南
佐
久
郡

の
旧
・
大
日
向
村
（
現
・
佐

久
穂
町
大
字
大
日
向
）
か
ら

旧
・
満
州
（
現
・
中
国
東
北

部
）に
開
拓
団
と
し
て
渡
り
、

戦
後
に
引
き
揚
げ
た
人
た
ち

が
入
植
し
た
地
区
で
あ
る
。

満
州
移
民
政
策
で
、
町
村

ご
と
に
農
民
を
送
り
出
す

「
分
村
移
民
」
が
推
進
さ
れ

た
。
大
日
向
村
は
１
９
３
７

（
昭
和
１２
）
年
、
分
村
移
民

を
計
画
。
約
２
２
０
戸
約
６

８
０
人
が
満
州
吉
林
省
に
渡

り
、
第
二
の
大
日
向
村
を
つ

く
っ
た
。
全
国
初
の
分
村
だ

っ
た
。
し
か
し
、
４５

年
の
敗
戦
で
、
村
民

の
生
活
は
一
変
。
逃

避
、
引
き
揚
げ
中
に

食
糧
不
足
や
寒
さ
、

疫
病
な
ど
で
多
く
の

犠
牲
者
が
出
た
。

苦
難
を
乗
り
越
え

て
４６
年
に
帰
国
し
た

人
た
ち
だ
っ
た
が
、

大
日
向
村
に
住
む
場

所
は
な
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

６５
戸
１
６
８
人
は
４７
年
、
浅

間
山
麓
の
軽
井
沢
町
に
入

植
。
入
植
地
を
再
び
「
大
日

向
」
と
名
付
け
、
開
拓
を
始

め
た
。
土
地
は
払
下
げ
の
国

有
林
で
、
人
力
に
よ
る
森
林

伐
採
、
一
鍬
一
鍬
の
開
墾
は

困
難
を
極
め
た
。

火
山
灰
の
砂
礫
が
多
い
高

冷
地
で
、
強
酸
性
の
土
壌
だ

っ
た
。
肥
料
不
足
も
あ
り
、

作
物
の
生
育
は
良
く
な
か
っ

た
。
そ
の
上
、
冷
害
、
霜
害
、

浅
間
山
噴
火
の
被
害
な
ど
、

農
作
物
災
害
が
多
か
っ
た
。

開
拓
当
初
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

ソ
バ
の
栽
培
か
ら
、
酪
農
を

取
り
入
れ
、
や
が
て
は
、
キ

ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
な
ど
の
高

原
野
菜
の
栽
培
へ
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
他
産
業
へ
の
転

職
も
進
ん
だ
。

６４
（
昭
和
３９
）
年
、
大
日

向
公
民
館
の
敷
地
の
一
角

に
、
満
州
で
没
し
た
３
７
４

名
と
入
植
以
来
の
１５
名
の
霊

を
祀
る
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ

た
。
碑
銘
は「
開
拓
之
礎
」。

裏
面
に
は
、
開
拓
遺
歴
と
開

拓
団
員
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
。開
拓
遺
歴
の
末
尾
に
は
、

「
三
十
九
年
九
月
一
日
皇
太

子
殿
下
御
一
家
の
御
来
啓
を

賜
る

団
員
総
意
に
よ
り
入

植
以
来
十
五
名
の
霊
を
合
せ

て
茲
に
謹
ん
で
慰
霊
碑
の
建

立
を
な
す
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。な

お
、
同
公
民
館
に
は
、

「
大
日
向
開
拓
記
念
館
」
が

併
設
さ
れ
て
お
り
、
入
植
当

時
の
農
機
具
な
ど
を
展
示
し

て
い
る
。

人
の
動
き

新
組
合
長
に

乙
部
氏
選
任

ゆ
う
き
青
森
農
協

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
７
月

３０
日
開
催
の
理
事
会
で
、
新

代
表
理
事
組
合
長
に
乙
部
輝

雄
氏
、
酪
農
畜
産
担
当
の
新

代
表
理
事
常
務
に
野
田
頭
和

義
氏
を
選
任
し
た
。

全
開
連
人
事

（
８
月
３１
日
付
）

退
職

池
大
克
（
西
日
本

支
所
福
岡
事
業
所
）

（
９
月
１
日
付
）

▽
参
事
（
参
事
兼
事
業
推

進
部
部
長
）
臼
井
靖
彦
▽
事

業
推
進
部
部
長
（
西
日
本
支

所
考
査
役
）
小
宇
都
良
則
▽

西
日
本
支
所
次
長
（
食
肉
営

業
部
次
長
）
新
原
隆
行
▽
西

日
本
支
所
（
食
肉
営
業
部
）

松
元
武
蔵
▽
西
日
本
支
所
福

岡
事
業
所
（
西
日
本
支
所
）

田
中
駿
之
介

９
月
後
半
か
ら
１１
月
下
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
団

体
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お

り
。９

月

３０
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

開
連
決
算
監
査
・

監
事
会

１０
月

２８
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
役
員
推
薦
会

議
・
理
事
会
・
監
事
会

３０
日

全
国
肉
用
牛
枝
肉
共

励
会（
東
京
食
肉
市
場
）

１１
月

５
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
福
岡
会
場
）

６
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
東
京
食
肉
市
場
）

２６
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

全
開
連
理
事
会

２７
日

全
開
連
第
７２
回
通
常

総
会
・
理
事
会
・
監
事

会
全
日
本
開
拓
者
連
盟

臨
時
総
会

生産努力目標と生産量の実績値 （万トン、％）

３０年度
目標比
１０７．１

９６．３

６４．７

８７．２

１００．４

８９．６

８７．７

１０８．４

７６．５

９４．４

８２．５

９８．５

９５．９

１３７．９

６６．５

注）米は米粉用米、飼料用米を除く （農水省の資料から）

３０年度
目標年度

７２３

１０８

３４

８６

２３９

１，３０２

３０８

３６８

１５３

７８０

５７

１３１

１７０

２６４

４７４

１９年度
実績値

７７４

１０４

２２

７５

２４０

１，１６６

２７０

３９９

１１７

７３６

４７

１２９

１６３

３６４

３１５

１８年度
基準年度

７７５

７６

２１

８０

２２６

１，１３１

２８３

３６１

１２０

７２８

４８

１２８

１６０

２６３

３３５

米

小麦

大豆

サツマイモ

バレイショ

野菜

果実

テンサイ

サトウキビ

生乳

牛肉

豚肉

鶏肉

鶏卵

魚介類
（食料）

７月豪雨による農林水産関係の被害額

１９３億７千万円

農作物、家畜、農業用ハウス、共同利用
施設、畜産用施設、農業・畜産用機械等

９８２億１千万円

農地の損壊、ため池等の農業用施設

８８６億７千万円

林地荒廃、林道施設等

１１億６千万円

養殖施設、水産物等

２０７４億１千万円

（農水省まとめ・９月１１日時点）

農畜産物等

農地・農業用施設関係

林野関係

水産関係

合計

食食
料料
自自
給給
率率
生
産
努
力
目
標
の
達
成
状
況

１９
年
度

大
豆
、牛
肉
な
ど
未
達

北
海
道
・
東
北
４
県「
や
や
良
」

２０
年
産
米
の
作
柄
概
況

「開拓之礎」
長野県軽井沢町・大日向開拓地

７
月
豪
雨

農
林
水
産
被
害
2000
億
円
超
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㈱
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
は
こ
の

ほ
ど
、「
サ
ラ
ダ
白
書
２
０
２

０
」
を
公
表
し
た
。
全
国
の

２０
〜
６９
歳
の
男
女
２
０
５
９

人
が
対
象
。そ
れ
に
よ
る
と
、

キ
ャ
ベ
ツ
・
タ
マ
ネ
ギ
は「
好

き
な
野
菜
」「
最
も
多
く
食
べ

て
い
る
野
菜
」
で
と
も
に
３

位
以
内
と
支
持
が
高
い
。
ま

た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
サ
ラ
ダ
の

千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
で
は
、
女

性
で
よ
り
購
入
経
験
の
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
好
き
な
野
菜
」
で
は
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ（
バ
レ
イ
シ
ョ
）

が
６６
・
８
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
タ
マ
ネ
ギ
が
６５
・
３

％
、
キ
ャ
ベ
ツ
が
６４
・
９
％

だ
っ
た
。
男
女
で
差
が
あ
る

品
目
を
み
る
と
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
カ
ボ
チ
ャ
が
２４
・
６

㌽
、
ナ
ス
が
２０
・
０
㌽
そ
れ

ぞ
れ
女
性
が
高
か
っ
た
。

「
最
も
多
く
食
べ
て
い
る

野
菜
」
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
が

２１
・
４
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
タ
マ
ネ
ギ
１４
・
９
％
、

ト
マ
ト
９
・
６
％
だ
っ
た
。

男
女
別
に
み
る
と
、「
特
に
な

い
」
を
除
く
と
、
レ
タ
ス
は

２
・
４
㌽
男
性
が
高
く
、
タ

マ
ネ
ギ
は
５
・
２
㌽
、
ニ
ン

ジ
ン
は
２
・
３
㌽
女
性
が
高

か
っ
た
。

「
キ
ャ
ベ
ツ
１
玉
の
価
格

に
対
す
る
意
識
（
１
６
６
８

人
）
」
で
は
、「
適
切
と
思
う

価
格
帯
」
は
「
１
０
０
〜
１

１
９
円
」
が
３２
・
７
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
１
２
０

〜
１
３
９
円
」
２１
・
７
％
、

「
１
４
０
〜
１
５
９
円
」
１５

・
３
％
の
順
で
多
い
。
「
高

い
と
感
じ
始
め
る
価
格
帯
」

で
は「
２
０
０
〜
２
１
９
円
」

２２
・
３
％
、「
１
４
０
〜
１
５

９
円
」
１９
・
５
％
、「
１
６
０

〜
１
７
９
円
」
１４
・
０
％
の

順
で
多
い
。「
１
４
０
〜
１
５

９
円
」
で
、「
適
切
」
と
「
高

い
」
が
逆
転
す
る
（
図
）
。

同
じ
質
問
が
あ
っ
た
１２
年
で

は
「
１
６
０
〜
１
７
９
円
」

で
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
消

費
者
が
低
価
格
を
求
め
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

「
国
産
キ
ャ
ベ
ツ
が
高
騰

し
た
場
合
の
行
動
（
１
７
７

４
人
）
」
で
は
、
「
高
く
て

も
国
産
を
買
う
」
が
２９
・
６

％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
代

替
品
を
購
入
す
る
」
２８
・
６

％
、「
特
に
何
も
購
入
し
な

い
」
２７
・
３
％
だ
っ
た
。
性

年
代
別
に
国
産
を
買
う
人
を

み
る
と
、
男
性
は
６０
代
が
４２

・
７
％
、３０
代
３５
・
２
％
、５０
代

２８
・
７
％
の
順
で
多
い
。
女

性
は
６０
代
３６
・
６
％
、
５０
代

３１
・
８
％
、
３０
代
２８
・
２
％
の

順
で
、
男
女
と
も
６０
代
が
最

も
高
い
。「
代
替
品
を
購
入
」

は
女
性
が
９
・
９
㌽
高
い
。

「
キ
ャ
ベ
ツ
の
食
べ
方（
全

体
）
」
で
は
、
「
野
菜
炒
め
」

が
７０
・
７
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
」

が
６２
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
の
購

入
経
験
」
が
あ
る
と
回
答
し

た
の
は
全
体
の
５２
・
６
％
と

過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
男

性
よ
り
女
性
の
方
が
４
・
１

㌽
高
く
、
特
に
女
性
の
若
年

層
で
高
い
。性
年
代
別
で
は
、

男
性
は
３０
代
５６
・
３
％
、
２０

代
５３
・
９
％
、
５０
代
５１
・
２

％
の
順
で
、
女
性
は
２０
代
６１

・
７
％
、
３０
代
６１
・
２
％
、

４０
代
５５
・
８
％
の
順
で
高
い
。

「
千
切
り
キ
ャ
ベ
ツ
の
購

入
理
由
（
１
０
８
４
人
）
」

で
は
、「
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ

る
」
が
６４
・
５
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
「
自
分
で
作
る

の
は
手
間
だ
か
ら
」
が
３９
・

２
％
、「
量
が
ち
ょ
う
ど
良

い
」
３３
・
１
％
だ
っ
た
。
性

年
代
別
に
み
る
と
、「
す
ぐ
に

食
べ
ら
れ
る
か
ら
」
は
女
性

が
８
・
１
㌽
高
く
、
特
に
４０

〜
５０
代
が
そ
れ
ぞ
れ
７４
・
８

％
、
７０
・
４
％
と
高
い
。「
手

間
だ
か
ら
」
は
、
男
女
と
も

３０
代
が
そ
れ
ぞ
れ
４０
・
５
％
、

４７
・
６
％
で
最
も
高
か
っ
た
。

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
、「
２０

年
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運

動
推
進
会
議
」を
開
催
し
た
。

今
年
の
運
動
の
重
点
テ
ー
マ

は
、
「
見
直
そ
う
！
農
業
機

械
作
業
の
安
全
対
策
」
。
農

業
機
械
作
業
に
係
る
事
故
は

５９
・
９
％
と
農
業
事
故
の
多

く
を
占
め
て
お
り
、
警
戒
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

高
齢
者
の
事
故
も
依
然
多
く

発
生
し
て
お
り
、
意
識
を
変

え
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

運
動
期
間
は
９
月
１
日
〜

１０
月
３１
日
。
作
業
機
付
き
ト

ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走
行
が
可

能
と
な
り
作
業
者
が
灯
火
器

類
の
確
認
な
ど
を
行
う
機
会

が
増
え
る
た
め
、
改
め
て
注

意
を
促
す
。

主
な
取
り
組
み
内
容
は
、

①
特
に
死
亡
事
故
の
多
い
乗

用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
道
走

行
時
の
注
意
点
の
周
知
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
徹
底
②
農
作
業
事
故

情
報
の
周
知
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
推

進
に
よ
る
事
故
防
止
③
労
災

保
険
特
別
加
入
制
度
の
加
入

促
進
④
地
域
で
の
事
故
事
例

や
農
作
業
安
全
リ
ス
ク
カ
ル

テ
な
ど
を
活
用
し
た
「
声
か

け
」
⑤
講
習
会
や
会
議
で
安

全
意
識
の
向
上
を
図
る
「
＋

（
プ
ラ
ス
）
安
全
」
の
取
組

の
推
進
―
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。ベ

テ
ラ
ン
も
事
故
に
注
意

１８
年
度
の
農
作
業
事
故
に

よ
る
死
亡
者
数
は
２
７
４
人

で
、
前
年
か
ら
３０
人
減
少
し

た
が
、
依
然
と
し
て
３
０
０

件
近
い
。
農
作
業
事
故
に
よ

る
死
亡
者
の
う
ち
、
８０
歳
以

上
が
５２
・
６
％
と
過
半
数
を

占
め
る
。
会
議
で
は
ま
ず
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
分
放
送
局
が
事
例

報
告
。
地
域
で
亡
く
な
っ
た

生
産
者
の
事
例
を
交
え
、
ベ

テ
ラ
ン
生
産
者
へ
の
注
意
喚

起
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

長
年
同
じ
環
境
で
作
業
を

し
て
い
る
と
、
初
心
者
が
見

れ
ば
明
ら
か
に
危
険
な
場
所

で
も
、
危
険
に
気
づ
か
ず
亡

く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
農
作
業
安
全
に
耳
を
傾

け
て
も
ら
い
に
く
い
問
題
点

も
指
摘
し
つ
つ
、
日
々
農
作

業
で
起
き
て
い
る
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
な
ど
の
話
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
ら
対
策
を

農
研
機
構
革
新
工
学
セ
ン

タ
ー
は
、
負
傷
経
験
な
ど
の

あ
る
生
産
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
示
し
、
ヒ
ヤ
リ
と

し
た
人
は
多
く
て
も
、
対
策

を
し
よ
う
と
考
え
た
人
が
少

な
い
と
指
摘
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
な
ど
を
活
用
し
、
仲
間

と
情
報
共
有
し
て
他
人
の
意

見
も
聞
い
て
対
策
す
る
こ
と

を
求
め
た
。

家
畜
と
の
接
し
方
に
注
意

農
水
省
か
ら
は
、
家
畜
に

関
わ
る
事
故
が
事
故
全
体
の

３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
と

指
摘
が
あ
っ
た
。
人
同
士
の

距
離
感
と
同
じ
よ
う
に
家
畜

と
の
適
切
な
距
離
を
保
ち
、

急
に
近
づ
き
過
ぎ
た
り
驚
か

せ
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
ほ

し
い
と
呼
び
か
け
た
。

日
本
食
品
海
外
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｆ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
Ｏ
※
）
は
８
月
か
ら
米

国
市
場
に
向
け
新
し
い
日
本

茶
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始

し
て
い
る
。
日
本
茶
人
気
が

高
い
米
国
向
け
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
消
費
拡
大
を
目
指
す
。

米
国
は
、
日
本
茶
の
輸
出

額
が
１９
年
度
ま
で
の
直
近
５

年
間
で
１４
年
度
の
２
倍
近
く

に
増
え
て
い
る
。
緑
茶
の
市

場
規
模
も
１９
年
時
点
で
約
１

７
８
億
円
と
大
き
い
。

そ
の
中
で
も
日
本
産
緑
茶

の
購
入
意
欲
が
他
の
世
代
と

比
べ
て
高
い
「
ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
（
２４
〜
３９
歳
）
」
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
を
促
進
す

る
。
同
世
代
は
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
情
報
を
収
集
す
る
傾
向

が
高
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
生
産
の
過
程
や
生
産
者
の

想
い
が
見
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
展
開
し
て
い
く
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
玉
露
・
煎

茶
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

・
飲
み
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
ま
ま
各
種
類
の

日
本
茶
を
ネ
ッ
ト
購
入
で
き

る
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
販
売
サ
イ
ト
）

へ
誘
導
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

他
国
産
と
の
識
別
が
で
き

る
よ
う
、
１７
年
度
に
開
発
し

た
日
本
茶
ロ
ゴ
を
継
続
し
て

使
用
し
て
い
く
。
日
本
茶
の

魅
力
が
広
ま
り
、
ま
す
ま
す

消
費
が
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

※
１７
年
４
月
に
ジ
ェ
ト
ロ

に
設
置
さ
れ
た
、
日
本
の
農

林
水
産
物
・
食
品
の
ブ
ラ
ン

ド
構
築
の
た
め
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
実
施
機
関

農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
「
２０
年
産
一
番
茶
の
摘

採
面
積
、
生
葉
収
穫
量
及
び

荒
茶
生
産
量
（
主
産
県
）」に

よ
る
と
、
生
葉
収
穫
量
、
荒

茶
生
産
量
及
び
摘
採
面
積
は

前
年
か
ら
減
少
し
た
。

主
産
県
（
５
府
県
）
の
生

葉
収
穫
量
は
前
年
か
ら
９
０

０
０
㌧
（
８
％
）
減
の
１０
万

８
１
０
０
㌧
、
荒
茶
生
産
量

は
２
３
０
０
㌧
（
１０
％
）
減

の
２
万
１
２
０
０
㌧
だ
っ

た
。
４
月
中
・
下
旬
の
低
温

で
新
芽
の
伸
び
が
抑
制
さ

れ
、
１０
ａ
当
た
り
収
量
が
４

％
減
の
４
１
３
㌕
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
が
要
因
。

摘
採
面
積
は
９
０
０
㌶

（
３
％
）
減
の
２
万
６
２
０

０
㌶
だ
っ
た
。
価
格
低
迷
や

生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
な
ど
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
。

県
別
に
み
る
と
、
生
葉
収

穫
量
は
静
岡
が
４
万
６
５
０

０
㌧
（
１１
％
減
）
で
最
も
多

く
、
次
い
で
鹿
児
島
が
４
万

２
９
０
０
㌧
（
２
％
減
）
、

三
重
が
１
万
６
０
０
㌧
（
１５

％
減
）
だ
っ
た
。
荒
茶
生
産

量
は
静
岡
９
４
２
０
㌧
（
１４

％
減
）、鹿
児
島
８
０
１
０
㌧

（
３
％
減
）、三
重
２
０
９
０

㌧
（
１６
％
減
）
の
順
で
多
か

っ
た
。
埼
玉
の
生
葉
収
穫
量

・
１０
ａ
当
た
り
収
量
、
鹿
児

島
の
摘
採
面
積
以
外
、
他
の

３
府
県
と
も
生
葉
収
穫
量
・

荒
茶
生
産
量
・
摘
採
面
積
・

１０
ａ
当
た
り
収
量
全
て
で
前

年
か
ら
減
少
し
て
い
る
。

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

こ
の
ほ
ど
、
「
食
に
関
す
る

志
向
」
と
「
コ
ロ
ナ
下
で
の

食
品
購
入
方
法
や
調
理
時
間

・
回
数
の
変
化
」
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。
調
査
対
象

は
全
国
の
２０
〜
７０
代
の
男
女

２
０
０
０
人
。

食
の
３
大
志
向
の
う
ち
、

「
経
済
性
志
向
」
は
３７
・
７

％
（
前
回
調
査
比
２
・
１
㌽

増
）
だ
っ
た
。
「
健
康
志
向
」

は
１
・
３
㌽
減
、
「
簡
便
化

志
向
」
は
３
・
３
㌽
減
と
下

げ
た
。
「
経
済
性
志
向
」
を

年
代
別
に
み
る
と
、
４０
代
５

・
１
㌽
増
、
３０
代
３
・
５
㌽

増
、
６０
代
３
・
１
㌽
増
の
順
。

７０
代
以
外
の
全
て
の
年
代
で

上
昇
し
て
い
る
（
図
）
。

「
食
料
品
を
購
入
す
る
と

き
に
国
産
品
か
気
に
か
け
る

か
」
に
つ
い
て
は
「
気
に
か

け
る
」が
７４
・
０
％（
０
・
６

㌽
減
）。年
代
が
上
が
る
ほ
ど

気
に
か
け
る
割
合
が
多
い
。

「
国
産
食
品
、
輸
入
食
品

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
」で
は
、

「
国
産
食
品
」
の
価
格
が
「
高

い
」
が
６６
・
５
％
（
４
・
４

㌽
増
）
、
「
安
全
で
あ
る
」

が
６８
・
５
％（
４
・
８
㌽
増
）

と
、と
も
に
上
昇
に
転
じ
た
。

一
方
、
輸
入
食
品
は
価
格
が

「
安
い
」
「
安
全
に
問
題
が

あ
る
」
と
感
じ
る
声
が
と
も

に
増
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
下
で
の
「
自

宅
で
の
調
理
時
間
、
回

数
の
変
化
」で
は
、「
増

え
た
」
は
３２
・
９
％
だ

っ
た
。増
え
た
人
の「
配

慮
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
」
は
、「
健
康
」が

７７
・
０
％
、「
節
約
」が

７１
・
８
％
と
高
か
っ
た
。

食の経済性志向
２.１㌽上昇
コロナで健康・節
約に配慮７割超

キ
ャ
ベ
ツ
、「
よ
く
食
べ
る
野
菜
」ト
ッ
プ

キ
ャ
ベ
ツ
、「
よ
く
食
べ
る
野
菜
」ト
ッ
プ

「
千
切
り
」購
入
経
験
は
女
性
で
高
く

「
千
切
り
」購
入
経
験
は
女
性
で
高
く

JFOODO

米
国
に
日
本
茶
を
ア
ピ
ー
ル

ネ
ッ
ト
購
入
の
拡
大
目
指
す

機
械
作
業
の
安
全
対
策
見
直
し
を

２０
年
秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
始
ま
る

一
番
茶
生
葉
収
穫
量
８
％
減

２０年産

４
月
の
低
温
が
影
響
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秋冬野菜
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農水省の資料より

ホウレンソウ 指定野菜に準ずる野菜

９月から「秋の農作業安全確認運動」
（４面に概要）がスタートしている。
常に農業機械を正しく使用し、事故や
ケガの予防に努めなければならない。
農研機構革新工学センターは、ウェ
ブサイト「農作業安全情報センター」
内で、農業機械の安全利用に関するポ
イントをまとめている。その中から重
要な点を紹介する。
全機種の共通事項
農業機械は、年中は使わないことが
多く、使用方法を忘れがちである。シ
ーズン前には、取扱説明書をよく読ん
で使用方法を確認するとともに、点検
・整備する。よく読む部分はコピーし、
機械にぶら下げておくのも有効。
機械からの転落事故が多く発生して

いる。その原因は「滑った」「足場や
手がかりが壊れた」「振り落とされた」
「大丈夫と思って飛び降りた」など。
乗り降りは機械と向き合った状態で行
い、背を向けない。物を手に抱えたま
まの乗り降り、飛び乗り・飛び降りは
しない。
機械に手や足を巻き込まれる事故の
多くは、衣服が巻き込まれることによ
って発生している。作業服のそで口は
閉じ、ズボンのすそはバンドで留める
か長靴の中へ入れる。
乗用トラクター
トラクターの転倒や転落による死亡
事故のほとんどは、ほ場や農道で起き
ている。路肩が分かるように草刈りを
したり、目印を立てたりしておく。ほ

場の出入り口では、傾斜方向に対して
平行に進入する。出入り口の斜面が削
れて丸くなっていると、車輪が浮き非
常に危険である。万が一に備えて、安
全フレーム・キャブが装着されたトラ
クターを使用する。
ブレーキは左右で分かれており小回
りが効き便利な一方、道路へ出る際や
道路走行時に連結操作を忘れていたた
めに転落・転倒する事故が多く起きて
いる。ほ場の出入り、移動走行、傾斜
地作業、畝の乗り越え、トラック等へ
の積み込みを行う際は左右ブレーキを

連結しているか確認する（図１）。
作業機からの異音に対して、慌てて
機械の中や下をのぞきこむことは非常
に危険（図２）。点検や調整を行う前
に以下の①～⑤の対策を施し、安全な
状態にする。①作業機を上げる②昇降
部の油圧ロックを掛ける③駐車ブレー
キを掛ける④エンジンをオフにする⑤
ブロック等を作業機の下に入れて支え
にする。
トラクターは重心が後ろにあること
が多く、後方転倒しやすい。トレーラ
ー等をけん引する場合には、専用のけ
ん引かん（ドローバー）を使用する。ワ
イヤーやスリングでけん引する場合、
後車軸よりも低い位置に結び付ける。

農水省はこのほど、「１９年産指定野
菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ず
る野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
を公表した。指定野菜のうち、収穫量
が著しく伸びた品目はなかった。一方、
根菜類は天候による影響を受けたた
め、概ね減少した。
秋冬野菜
全体の作付面積は前年産より１６００

ha（２％）減の９万１２００ha で、収穫量
が４万８０００ｔ（２％）減の２９２万１０００ｔ、
出荷量が２万８０００ｔ（１％）減の２３８万
１０００ｔとなった。
収穫量が伸びた品目は冬キャベツと
秋冬ネギのみで、それぞれ４％増、２％
増となっている。収穫量が減った品目
をみると、秋植えバレイショが８％減、
冬ニンジンが７％減、秋冬ダイコンが

４％減などとなっている。
収穫量が減少した主な原因として、
秋植えバレイショは、長崎県で他の野
菜への転換により作付面積が縮小した
ことによる。また、鹿児島県で根付け
後の高温の影響で生育が抑制され１０a
当たり収量が減った。冬ニンジンは、
９～１０月の台風・長雨などの影響で生
育が抑制され、１０a 当たり収量が前年
を下回ったことによる。
ホウレンソウ
作付面積は前年産より４００ha（２％）
減の１万９９００ha で、収穫量が１万５００
ｔ（５％）減の２１万７８００ｔ、出荷量が
９９００ｔ（５％）減の１８万４９００ｔとなっ
た。
指定野菜に準ずる野菜
全体の作付面積は前年産並みの１５万

haだったが、収穫量は８万ｔ（４％）
増の２３１万５０００ｔ、出荷量は７万４０００ｔ
（４％）増の１９７万５０００ｔとなった。
収穫量が伸びたのは、２７品目中１８品
目と前年より多い。最も伸びたのはカ
ボチャで１７％増。次いで、ヤマノイモ
とスイートコーンがともに１０％増とな
った。いずれも、主に北海道で天候に
恵まれ、１０a当たり収量が前年産を上
回ったことが大きな原因。
収穫量が減った品目をみると、レン
コンが１４％と、最も減少率が大きい。
茨城県等での台風の影響により、茎葉
の損傷が発生。肥大が抑制されたため、
１０a当たり収量が低下した。
その他の品目の収穫量は、イチゴと
メロンが２％増、アスパラガスが１％
増などとなっている。

農水省はこのほど、「気候変動適応
ガイド（リンゴ編）」を公表。同ガイ
ドは、気候変動による農業への悪影響
が年々大きくなっていることを受け、
産地自らがリスク管理や適応策を実行
する際の指導の手引きで、地域の農業
リーダーにも参考になる内容としてい
る。
高温によるリンゴへの影響は、日焼
け果、着色不良、着色遅延、虫害の多
発、凍霜害、発芽・開花期の前進など
が報告されている。外観の品質低下は
販売価格にも影響し、収入減や産地ブ
ランド低下につながるため、適切な対
策が求められる。
同省の将来予測では、現在のペース
で温室効果ガスの排出が進んだ場合、
２０４６～５５年頃には関東内陸部や本州日
本海側まで栽培に適さない高温地域が
広がるとされている。果樹は、一度植

栽すると３０年程度は栽培が続くた
め、気候変動の影響を受けやすい。
そのため、適応策の実施が必要。す
でに高温耐性品種や細霧冷房装置な
ど各地で適応策が考案されている。
作業資材を共有できるモモへの改植
を進めている地域もあり、他品目の
導入や複数品種の栽培による作期分
散でリスクを軽減している。
気候変動影響は品種や地域により
様々で、導入する適応策は産地が主
体的に考える必要がある。気候変動
影響の実態把握と現在実行している
適応策の効果を併せて考える。影響
や技術導入効果を整理する際、自治
体、農協、関係者等がともに行って
いく。
整理した情報や将来予測を踏まえ
て、産地の「優先課題」を特定する。課
題に対して適応策リストを作成し、
コストや要する時間などを比較。産
地の目標とする姿を踏まえた「実行
計画」を定める。適応策の進捗状況
や効果を評価し、適宜見直しを図る。

農業共済（ＮＯＳＡＩ）団体は、収
穫後の果実を補償対象に含める「保管
中農産物補償共済」を今月からスター
トした。
これまで収穫後の補償は、米・麦・
大豆を対象に行ってきた。新たに温州
ミカン、リンゴ、ナシなどの果実が対
象に加わる。
倉庫等に収容されている農産物及び

運送中の農産物を補償するもので、補
償対象は農産物共済・果樹共済・畑作
物共済に加入している農産物のうちか
ら、加入者が選択する。
自然災害（風水害）、火災、落雷、
保管建物の倒壊、運送中の事故による
損害を補償する。
補償期間１２０日で一時保管向けのＡ

タイプ（１品目１口２５００円）と１年補
償で通年保管向けのＢタイプ（同６５００
円）がある。１品目１口当たり１００万円
を上限に、実損害額が支払われる。

図１ 道路走行時の左右ブレーキ連結 図２ 作業機の下は危険

トラクター等からの転落に注意トラクター等からの転落に注意
農業機械は使用方法再確認

図１、２ともに農研機構革新工学センターの資料より

天候不良で冬ニンジンなど減少
１９年産秋冬野菜等収穫量

影響実態と対策効果の整理を
リンゴの気候変動適応ガイド

農業共済 保管中損害を補償
収穫後の果実対象に
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岐阜県で
26年ぶりの発生

岐阜でのみ発生 岐阜及び愛知
でのみ発生

隣県に
拡大

関東まで
拡大 沖縄で発生 新規発生なし

ワクチン接種開始
（10/25）

ワクチン接種地域
拡大（12/20） （1/24） （4/30） （8/31）

本州で
最終発生

沖縄県で
最終発生

畜産への苦情は悪臭関連が半分以上
を占める。臭気は、目に見えず対応が
難しい。周囲に拡散しないような技術
の開発が望まれている。
（一財）畜産環境整備機構は、「畜
産悪臭苦情軽減技術の手引き」を作成
・公表した。悪臭が特に問題となる豚
舎周りなどでの試験から得られた、臭
気対策の成果がまとめられている。

①遮へい壁を利用した脱臭技術
豚舎棟の高さ分離れた位置（約５ｍ）
に、のき高さ（約３．３ｍ）の遮へい壁を
設置。遮へい壁上部に散水ノズルを組
み合わせることで、臭気の拡散を抑制
できるか試験を行った（図１）。
試験では、開放豚舎の周囲に壁を設
置。散水ノズルの粒径が０．２㎜以上であ
れば、遮へい壁のみの場合と比べて、

豚舎外の臭気を低減させることができ
た。
遮へい壁や部材などを含めたコスト
は、遮へい壁面積３．３ｍ×４５ｍと３．３ｍ
×６５ｍの合計３６８㎡で、１８３万４０７９円だ
った。
②バイオフィルター脱臭装置
ヤシガラハスクを脱臭資材とした、
厚さ１０㎝のバイオフィルターからなる
脱臭装置。子豚舎の換気空気を脱臭す
るシステムとなっている（図２）。設
置面積の小さな縦型脱臭槽とした。

装置に入る前と通過した後の換気中
に含まれる臭気を測定したところ、臭
気指数相当値が通過後で大きく低下し
ており、不快臭の原因となっている有
機酸系の臭気を低減することが確認で
きた。
同機構は、普及に向けさらなる装置
の簡易化と低コスト化が必要だとして
いる。
③臭気軽減資材の効果
市販されている飼料添加型資材によ
る臭気低減効果を検証。８資材を肥育
豚へ３週間給与したところ、無添加と
比べてふん臭の低減は認められなかっ
た。
一方、ふん中の水分含量が低下し、
明らかに下痢の症状を示す豚が少なか
った。このことから、清掃時のハンド
リングのしやすさ、汚物感の減少、堆
肥化時の副資材の使用量減少などの効
果があると考えられた。

牛の体内で糖質と脂質のバランスが
くずれると、ケトン体が分解できずに
蓄積されケトーシスを引き起こす。採
食量の落ち込み、急激なやせを示すの
が特徴。予防に重要な点をまとめた。
乾物摂取量の確保
分娩直後の牛は、食欲の減退から代
謝エネルギー不足を招きやすい。不足

するエネルギーを補うため体脂肪を分
解するが、肝機能障害によりうまく代
謝をできず、ケトン体が多量に生成さ
れる。乾物摂取量を落とさないように、
泌乳後期から適正な管理をすることが
重要。特に、分娩前後の移行期にエネ
ルギー不足にならないようにする。
泌乳後期のＢＣＳ（ボディコンディ

ションスコア）は、３．５までに抑えてお
く。太っている牛ほど体脂肪でエネル
ギー不足を補おうとするので、代謝バ
ランスがくずれやすい。
太らせずに乾乳を迎えることが大

切。太りすぎの牛は、分娩後に乾物摂
取量が落ちる。乾乳後期には泌乳用飼
料に馴らし、乾物摂取量を最大にする。
酪酸発酵のサイレージを与えると肝

機能負荷が増え、発症の原因となる。
そのようなサイレージは与えず、不良
発酵を招くようなサイレージ調製は行
わない。
添加剤などの利用
発症の危険性が高い場合は、分娩前
後に与える飼料添加剤や分娩直後に飲
ませる栄養剤などの利用が有効。他の
周産期病の予防にも効果的である。

６月頃から栃木、群馬、茨城などで
子牛や子豚の窃盗事件が多発してい
る。子牛は数頭、子豚は数百頭規模の
被害とみられている。経済的な損失の
みならず、営農意欲の低下、家畜疾病
の農場内への侵入及びまん延につなが
るおそれがある。
農水省は、警察庁の協力を得て、畜
産業における防犯のポイントを整理
し、注意を呼びかけている。
生産者が行う取り組み
①家畜の飼養頭羽数を小まめに確認
し、盗難の被害が発生していないか早
期に確認する。
②農場出入口、畜舎、飼料庫、機械
倉庫などの窓や出入口は施錠を徹底す
る。
③農場の機材などが盗難に利用され
ないよう、小まめに整理整とんする。
④農場、畜舎周辺にネットや柵など
を設置し、侵入しにくい環境を作る。
⑤外部の通行人から見える敷地内や

畜舎周辺に「盗難防止警戒中」「立入
禁止」「防犯カメラ作動中」などの看
板やのぼり旗等を設置する。
⑥ホームセンターなどで数千円から
購入できる防犯カメラ、センサーライ
ト等を設置する。
⑦不審者・不審車両を見かけた際や
被害が判明した場合は、速やかに警察
に通報する。
⑧防疫の観点から、農場出入口や畜
舎周辺などでの石灰散布等の消毒をま
んべんなく実施する。
地域、関係事業者で行う取り組み
①地域の相談窓口を設置する。
②地域や周辺で被害が発生した場合
は、速やかに生産者へ注意喚起を行う。
③盗難被害に遭わないための対策な
どについて、生産者が集まる機会やチ
ラシ、広報誌、ＳＮＳ等で情報発信を
行う。
④盗難が疑われる家畜や盗難家畜由
来と思われる食肉を確認した場合は、
警察に相談する。特に牛は、個体識別
番号の確認を行う。
⑤地域の生産者団体や警察等と連携
して防犯パトロールを実施する。

国内での豚熱（ＣＳＦ）発生から
９月で２年が経過した。今月３日、
国際獣疫事務局（ＯＩＥ）の定める
要件が満たせなかったため、日本は
清浄国のステータスを失った。農水
省は、豚の飼養衛生管理基準遵守の
徹底や野生イノシシ対策に取り組
み、清浄国復帰を目指すとしている。
豚熱はこれまで、８県で５８事例が
発生。殺処分頭数は約１６．６万頭に及
んだ。昨年１０月からは飼養豚への予
防的ワクチン接種を開始。直近の発
生は３月の沖縄県の養豚場で、本州
では昨年１２月の愛知県での事例を最
後に発生していない。一方、野生イ
ノシシの感染拡大は続いている。今
月９日には、東北地方では初となる
福島県で確認された。
同省は、清浄国であるメリットと
して、「米国やＥＵなど新たな輸出
先の開拓」「非清浄国からの輸入解

禁要請に対して優位な立場」を挙げ、
ステータス再取得に向けた道筋を立て
ている。
早期復帰のため、接種豚と野外ウイ
ルス感染豚との区別が可能な「国産マ
ーカーワクチン」の開発を開始。また、
飼養衛生管理基準遵守の徹底で飼養豚
と野生イノシシの遮断を目指す。
現在、豚熱の陽性が確認されている
県及びその隣接県である２５都府県に捕
獲重点エリアを設定。わな設置数を増
やすなどして野生イノシシ捕獲を強化
するとしている。
経口ワクチンは、昨年３月からこれ
まで２３都府県で約６０万個を散布。同省
は、人の立ち入りが困難な山岳地帯に
おいて、昨年１１月からヘリコプターに
よる空中散布の実証試験を経て、手順
書を作成。民間企業等に向けた説明会
を開催済みで、今後の空中散布効率の
向上が期待される。

遮へい壁から散水で臭気拡散抑制
「悪臭苦情軽減技術の手引き」から

図１、２ともに（一財）畜産環境整備機構の資料より

分娩前後のエネルギー不足に注意
乳牛のケトーシス予防

豚熱発生から２年、非清浄国に
農水省「今後もイノシシ捕獲強化」

頭数確認や施錠徹底を
北関東で家畜盗難被害多発

（農水省の資料を基に作成）
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除角や断角は牛の外傷、枝肉の瑕疵
（アタリ）を防ぎ、飼養者がケガなど
を負わないために重要となる。導入し
た肥育素牛を断角する場合、角度を工
夫しなければ目の近くに突き刺さるよ
うに角が伸びてくる。兵庫県農業共済
組合（ＮＯＳＡＩひょうご）では、黒
毛和種の断角時の角度を工夫すること
により、これらのトラブルの軽減効果
がみられた。ここではその方法を紹介
する（今回は一部の角根部を残してい
るので断角と表現している）。
手順
断角には、枝切りバサミ、断角用の
ガス式焼きごて機、止血用ゴムバンド、
器具消毒薬、鎮静薬の注射、塩酸プロ
カイン（局所麻酔剤）を使用した。保
定後にゴムバンドで角根部を圧迫し、
鎮静状態になった後に麻酔を注射し
た。枝切りバサミで断角後、焼きごて
で止血した。
カットする位置は、一般的な角底部
付近ではなく、頭頂部と同じ角度で地
面に平行な部分とした（写真）。
結果
角度を工夫して断角したため、角が
伸びてきた後も、湾曲して牛のこめか
みに突き刺さるトラブルを防ぐことが
できた。角を残しているため、断角直

後でも捕獲が容易。また、角の先端の
みカットすることも試みたが、角が湾
曲せずまっすぐ伸びてしまうため、写
真の方法が最も適切とみられた。
断角区と無断角区を設けた試験を実
施したところ、断角区ではアタリの発
生が８分の１になった。改めて断角は
アタリの減少に効果があることが実証
された。また、断角により採食時の攻
撃性が減少し、牛の扱いが容易になる
という効果もみられた。
動物福祉の面から除角や断角には否
定的な意見も存在するため、麻酔を使
用し、適切な手順で牛の負担を軽減す
ることが今後ますます重要となる。
同組合は注意点として、牛の大きさ
などに合わせて行うことを挙げてい
る。

牛の近くには様々な害虫が寄ってく
るが、暑さが落ち着き始めても蚊の発
生が心配される。蚊は様々な病気のウ
イルスを運ぶ感染源となるため、蚊を
寄せ付けず、なるべく減らす対策を講
じることが重要となる。
○増やさない
蚊の幼虫（ボウフラ）は、小さな水た
まりに発生する。水たまりは放置せず、
水を掃くなど対策を講じる。植木鉢の
受け皿やバケツ、古タイヤ、空き缶な
ど、水がたまりやすい場所はひっくり
返して水がたまらないようにする。
また、不要なものが散乱している環
境も発生の原因となる。畜舎内外の掃
除・片づけを徹底し、天井・壁・床な
どに付いたほこりなどを取り除く。
○刺されないようにする
牛舎付近の草むらやヤブは定期的に
草刈りをして風通しを良くし、成虫が
隠れる場所を無くす。低い木や地面近
くのツタの葉裏にも隠れているため、
注意が必要。防虫ネットなどで侵入を

防止し、殺虫剤も活
用する。殺虫用イヤ
ータグなどの忌避剤
も有効。

蚊を増やさない・寄せ付けないこと
が重要となる。

牛の飼養管理を日々行う環境に
は、様々な病気やウイルスの感染な
どの危険が各所にひそんでいる。こ
れまでも国や自治体が基準を定めて
対策を呼びかけてきたが、今年６月
３０日付けで改正された新しい飼養衛
生管理基準が、１０月１日から牛に適
用となる。
新しい基準での変更点を確認し、

１０月に入る前に準備を済ませておく
ことが求められる。
●家畜防疫関係
伝染病の予防やまん延の防止に対
する家畜所有者の責務が明確化され
る。その他の関係者と協力して防疫
体制を整える。家畜防疫の最新情報
をよくチェックする。
また、猫などの愛玩動物を衛生管
理区域内で飼うことや、区域内に入
れることが禁止される。伝染病が広

まりやすい密飼いの防止も徹底する。
●衛生管理区域の防除
立ち入った者の氏名・住所、仕入れ
先農場などの情報や導入年月日などを
必ず記録に残し、少なくとも１年間は
保存する。また、農場ごとに担当の獣

医師または診療施設を決定し、定期的
に牛の健康管理の指導を受けることが
求められる。
衛生管理区域専用の服や靴を用意

（上から着用する専用の服やカバーも
含む）し、立ち入る者に対し着用を徹底

する。着脱前後の服や靴は、農場から
スノコや分離板などで場所を離して保
管し、着脱のために利用する経路は一
方通行とする。区域に出入りする車両
も、農場専用のフロアマットなどを使
用し、交差汚染の防止を徹底する。
●病原体による汚染拡大防止
衛生管理区域専用のものだけでな

く、畜舎ごとに専用の靴を設置するこ
とが求められる。靴に排せつ物やドロ
などが付いた時には洗浄し、こまめな
消毒を行う。また、ネズミや害虫など
の駆除のため必要な措置を講じる。野
生動物が隠れられる場所を作らないよ
う、不要な資材の処分・整理整とん、
定期的な草刈りや消毒を行う。
●区域外への病原体の拡散防止
家畜の排せつ物などが付着した恐れ
のある物品を衛生管理区域から持ち出
す場合には、洗浄・消毒などを行う。

気温が最も高い時期は終
わったが、気温が落ち着い
てきても、牛の体にはダメ
ージが残っている。また、
近年は９月になっても真夏
日の気温を観測することが
増えており、安心できない
状況となっている。
内臓のトラブルを中心に
様々な問題が出る可能性が
あるため、図の対策を講じ、
これらの夏バテによるトラブルにはな
るべく早く対処する。さらに、以下の
ことに気を付けることが重要となる。
第一胃の発酵を整える
食欲の低下や軟便、よだれを垂らし
ている牛は、異常発酵によりルーメン
アシドーシスになっている可能性が考
えられる。ルーメンアシドーシスは第
一胃内に毒素が産生されて肝機能にも
影響するため、よく個体観察し、放置
しないようにする。
ビタミンＡの欠乏に注意
暑さでビタミンＡ消費が激しくな

り、血中濃度が低くなりがちになる。

その状態が続くと熱射病や肝障害、第
一胃の異常発酵などの原因となる。見
回り時、ビタミンＡ欠乏の症状が出て
いないか個体観察を徹底する。呼吸が
早い、瞳孔が開いている、エサ食いが
落ちる、脚の関節の腫れがある、など
の症状に気を配り、見つけたら獣医師
と相談する。
油脂酸化に注意
飼料中の油脂は熱で酸化毒物に変化
しやすい。牛の体内に入ると肝臓、す
い臓、小腸など様々な臓器の負担にな
る。枝肉の品質劣化にも繋がるため、
注意が必要となる。

農畜産業振興機構はこのほど、２０年
７月販売分の肉用牛肥育経営安定交付
金制度（牛マルキン）の交付金単価（概
算払）を公表した。交雑種と乳用種で
交付が行われる。
新型コロナウイルス収束のめどが立
たないことなどにより、販売価格の低
迷が続いていることから、交雑種は６

ヵ月連続、乳用種は４９ヵ月連続の発動
となった。
１頭当たりの交付金単価は、交雑種
が１７万６３８７．９円、乳用種が３万５０３１．２
円となった。前月に比べて交雑種は販
売価格の上昇などで１万４０２６．０円、乳
用種は素畜費の低下などで１万３０４７．７
円減額した。
積立金が不足する都道府県では、国
費分のみ（４分の３相当額）の支払い
となる。

夏バテの対策方法
第一胃発酵の安定

生菌剤や機能性飼料などを給与する。
吸着剤の給与も効果的。

肝機能低下の対応

混合ビタミン剤などの強肝剤やビタミンＥを補給する。

ビタミンＡ欠乏の対応

ビタミンＡの添加を行う。亜鉛製剤を同時に給与すると
効果的。ビタミンＡの量は獣医師と相談する。

飼料中の油脂酸化の対策製剤

飼料中の油脂が酸化しないよう、こまめに飼料の注文を
分ける。ビタミンＥなどの抗酸化剤の飼料添加も効果的。

兵庫県農業共済組合 肥育牛の夏バテ対処を黒毛
和種断角角度工夫し飼育効率化

猛暑の影響でビタ欠注意
地面と平行なカットがポイント

断角部位

交雑・乳用種ともに減額
牛マルキン７月分

写真提供：NOSAI ひょうご

牛舎周り、蚊の対策が重要
草刈りや片づけ徹底

畜舎ごとに専用の靴を

１０月から新・飼養
衛生管理基準に

ネズミ・害虫の駆除も
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牛枝肉牛枝肉

交雑去勢枝肉単価の推移（東京食肉市場）
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豚枝肉豚枝肉

コロナの外食へ
の影響長引くも
内食需要強く

８月は新型コロナウイルス感染再拡
大に伴う外出自粛の影響で、外食や行
楽需要が例年に比べ振るわなかった。
相場が全体的にもちあいで推移する
中、交雑種（Ｆ１）は続伸した。
【乳去勢】８月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は８９０円（前年同月比８７％）
となり、前月に比べ２７円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７０００頭（９６％）と減少基調が続くと
見込んでいる。
【Ｆ１去勢】８月の東京市場の交雑種
去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３が
１４０５円（前年同月比８５％）、Ｂ２は１２４６
円（８２％）となった。前月に比べそれ
ぞれ９７円、１０８円上げた。出荷頭数がや
や少なく、前月に続き強含みの展開と
なった。
同機構は、９月の交雑種の全国出荷
頭数を１万８２００頭（９６％）と減少基調
が続くと予測している。

【和去勢】８月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２０５５

円（前年同月比８７％）、Ａ３は１８４６円
（８６％）となった。前月に比べどちら
も３４円の上げで、ほぼもちあいだった。
同機構は、９月の和牛の全国出荷頭
数を３万６２００頭（１０２％）と増加を予測

している。全体の出荷頭数
は８万２９００頭（９９％）と、
前年同月をわずかに下回る
と見込んでいる。
一方、９月の輸入量は総
量で４万７９００ｔ（９５％）と
予測。内訳は冷蔵品２万
１４００ｔ（１００％）、冷凍品２
万６５００ｔ（９１％）。冷凍品
は国内在庫が高水準にある
こと等から、前年同月をか
なりの程度下回ると見込ん
でいる。
新型コロナウイルス感染
拡大の外食産業への影響が

長引いている。一方、内食需要の高ま
りで、引き続き量販店向けなどの引き
合いが見込める。
牛全体の出荷頭数は前年同月を下回
るとの予測だが、時期的に消費の端境
期であることや、在庫も多いことから、
相場は総じてもちあいで推移すると予
想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９００～
９５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１３００～１４００円、Ｂ
２は１１００～１２００円、和牛去勢Ａ４が
１９５０～２０５０円、Ａ３は１７５０～１８５０円で
の相場展開か。

農畜産業振興機構は８月２７日、２０年
下半期（７～１２月）の牛のと畜頭数見
込みを公表した。交雑種は前年同期を
かなり下回り、約１０％減と予測してい
る。
（独）家畜改良センターの牛個体識
別情報を基に、と畜場稼働日数を加味
して算出。交雑種は、乳用種雌牛の減
少に加え、乳用牛への受精卵移植によ
る和子牛の生産拡大や、性選別精液の
活用による乳用後継牛の確保の動きが
あり、生産頭数が減少したことから、
下半期のと畜頭数は前年同期比約１０％
減の見込み。各月、去勢・雌牛合計で
２万頭を下回って推移すると見通して
いる。
乳用種（雌牛含む）は、交雑種と同
様な理由により、乳牛去勢の減少が続
くと見込まれることから、約４％減の
見込み。

和牛については、繁殖雌牛の増頭に
加え、乳用牛への和牛受精卵移植など
により、約３％増と見込んでいる。牛
全体では約１％減とみている。
下半期の枝肉相場を見通すと、新型
コロナウイルス感染拡大の外食産業へ
の影響により、例年のような大幅な上
伸は考えにくい。ただ、肉類の内食需
要は強い。総務省統計局の家計調査に
よると、２０年上半期（１～６月）の牛
肉への支出金額（二人以上の世帯１世
帯当たり）は２月以降増加し、上半期
合計で前年同期比１１．８％増の１万１２７１
円となった。豚肉、鶏肉も同様で、そ
れぞれ１万６３６１円（１０．９％増）、８６３０円
（１０．５％増）となった。
値ごろな国産牛肉である交雑種、乳
牛去勢については、と畜頭数の減少が
見込まれていることもあり、相場が上
げ基調となる可能性がある。

内食需要継続も
出荷頭数増で、
小幅に下げるか

８月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６３４円（前年同月比
１１３％）、中物は６１３円（１１３％）となっ
た。前月に比べそれぞれ７円、９円下
げた。
新型コロナウイルス感染再拡大に伴
う家庭内食需要が堅調だったことに加
え、猛暑の影響で全国的に出荷頭数が
伸び悩んだことから、高値の相場が継
続した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、９月は１３３万７千頭（前年同月比
１０４％、過去５年同月平均比１０２％）、
１０月は１４８万８千頭（１０２％、１０３％）と
前年及び平年を上回って推移するとみ
ている。

農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の輸入量は総量で７万１１００ｔ
（前年同月比９１％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万１９００ｔ（１０９％）、冷凍品３
万９２００ｔ（８０％）。冷蔵品は前年同月
の輸入量が台風の影響で少なかったこ
と等により、前年同月をかなりの程度
上回ると予測している。冷凍品は国内
の在庫量が高い水準にあること等によ
り、前年同月を大幅に下回ると見込ん
でいる。
新型コロナウイルスの影響で、引き
続き堅調な内食需要が見込まれる。一
方、出荷頭数は増加傾向になると予測
されている。相場は、小幅に下げる展
開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６３０円、
中物は５５０～５８０円での相場展開か。

乳素牛・和子牛
もちあい、スモ
ールは小戻すか

【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万５６０６円（前年同月比１０６％）、Ｆ１去
勢は３７万５４８３円（８１％）だった。前月に
比べ乳去勢は１５００円上げ、Ｆ１去勢は
７１４０円下げた。乳去勢の価格は横ばい
で推移している。
Ｆ１の枝肉相場が上向いてきたが、当
面は両品種とももちあいで推移すると
みられる。
【スモール】８月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が９万
８２４３円（前年同月比９０％）、Ｆ１（雄雌

含む）は１８万５４１２円（６５％）となった。
前月に比べそれぞれ１万７７４９円、２万
６５９４円下げた。両品種とも、前月に続
き北海道で値を下げた。
２ヵ月連続で大きく値が下がった反
動で、両品種とも小戻す展開が予想さ
れる。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、６７万
７５２７円（前年同月比８５％）となった。
前月に比べ９４１０円上げた。８月は子牛
の開催市場数が少ないため、引き合い
が強まった。東海、九州は前月並みだ
った。
和牛の枝肉相場は、５月から小幅に
上げている。だが、子牛の開催市場数
・取引頭数が多くなる時期であり、も
ちあいの展開が予想される。

８月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５６８ ６４８ ２９０ ２９１ ２３５，４９８ ２３１，９０８ ８１２ ７９７
Ｆ１去 １，２５５ １，１５１ ３１８ ３１８ ３７２，５５７ ３８７，２７９ １，１７２ １，２１８
和去 ７２５ １，８５２ ３１６ ３１３ ６７６，８３６ ６６０，２１１ ２，１４２ ２，１０９

東 北
乳去 ７ ９ ２７７ １９９ ２０１，１４３ ８７，６３３ ７２５ ４４０
Ｆ１去 １ １０ ２８０ ３２０ ２９７，０００ ４２６，０３０ １，０６１ １，３３１
和去 １，６９３ １，９０３ ３０８ ３０７ ６６２，４８３ ６１８，５２４ ２，１５１ ２，０１２

関 東
乳去 ５５ ７２ ２７７ ２８３ ２６７，１２０ ２８２，１３４ ９６５ ９９７
Ｆ１去 ８９ ８３ ２９９ ３１１ ３８３，５２９ ３９７，７４９ １，２８３ １，２７７
和去 ９６３ ７７１ ２６８ ２６３ ６５１，７１３ ６０９，８０２ ２，４３６ ２，３２０

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 － １１９ － ２７７ － ７２２，９７７ － ２，６１０

東 海
乳去 ８ １２ ２８９ ２９３ ２５３，６８７ ２４８，０５０ ８７８ ８４８
Ｆ１去 ４５ ５０ ２９３ ２８６ ３７２，５８１ ３４８，３７０ １，２７０ １，２１８
和去 ２５５ ４３９ ２５６ ２６３ ７０４，８６６ ７０７，９８１ ２，７５７ ２，６９０

近 畿
乳去 － １ － １２９ － ２００，２００ － １，５５２
Ｆ１去 － ２ － １８５ － ３４４，３００ － １，８６１
和去 １８９ ４２２ ２５９ ２６１ ６９０，８９８ ６３９，７１５ ２，６６８ ２，４５２

中 四 国
乳去 ４８ ６５ ２６４ ２６３ ２１２，３９１ ２２５，３１３ ８０５ ８５７
Ｆ１去 ２０６ ２１４ ３１０ ３１１ ３７４，０２１ ３６５，８１６ １，２０８ １，１７５
和去 ４４５ ７９５ ２８６ ２８６ ６６４，９１４ ６４２，８３９ ２，３２６ ２，２４８

九州・沖縄
乳去 １６ ２８ ２８７ ２９１ ２０６，７９９ ２２４，２０３ ７１９ ７７０
Ｆ１去 ３１０ ２８１ ３１５ ３０６ ３８６，６６４ ３７６，７０４ １，２２６ １，２３０
和去 ６，８９５ ９，５１７ ２９１ ２９３ ６８４，３３５ ６８４，９３６ ２，３４８ ２，３３８

全 国
乳去 ７０２ ８３５ ２８７ ２８７ ２３５，６０６ ２３４，１０６ ８２１ ８１６
Ｆ１去 １，９０６ １，７９１ ３１６ ３１４ ３７５，４８３ ３８２，６２３ １，１８８ １，２１９
和去 １１，１６５ １５，８１８ ２９２ ２９３ ６７７，５２７ ６６８，１１７ ２，３２０ ２，２８０

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

交雑種は前年同期比約１０％減
下半期、と畜頭数見込み

も
ち
あ
い
で
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か

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


